
掛川市の維持向上すべき歴史的風致 計画期間 平成29年度（2017）～平成38年度（2026）

掛川城下の祭りにみる歴史的風致

報徳運動にみる歴史的風致

横須賀城下の祭りにみる歴史的風致

掛川茶の生産にみる歴史的風致

事任八幡宮例大祭にみる歴史的風致

高天神城と周辺集落の祭りにみる歴史的風致

掛川城天守閣と瓦町の「かんからまち」

大日本報徳社建造物群と二宮金次郎像

三熊野神社大祭

八坂神社の祇園祭り

神輿渡御

新芽の手摘み

 本市は、戦国時代に戦略上の重要な拠点として掛
かけ

川
がわ

城、高
たか

天
てん

神
じ ん

城及び横
よ こ

須
す

賀
か

城の３つの城が築かれ、多くの武将が戦いを繰り広げた地であり、掛川城下及び横須賀城下では城下町が形成された。江戸時

代になると東海道沿いに掛川、日
にっ

坂
さ か

の２つの宿場町が栄え、交通・文化の中心地として発展してきた。市内の各地に、当時の面影を残す歴史的な建造物とともに、祭りに代表される伝統的な活動や営みが残

されている。 

 明治維新前後には、倉
く ら

真
み

の岡
おか

田
だ

佐
さ

平
へい

治
じ

と長男の良
りょう

一
いち

郎
ろ う

が、掛川藩の復興事業として精力的に報徳運動を展開し、農村生活や庶民教育を向上させた。大
だい

日
に

本
ほん

報
ほ う

徳
と く

社
し ゃ

で行われる常会は、明治から 140 年間

続き、報徳運動が市民に根づいている。また、本市は古くから茶産地として有名で、平成 25 年（2013）には、生物多様性を保全する伝統的な農法「静岡の茶
ち ゃ

草
ぐ さ

場
ば

農法」が世界農業遺産に認定された。  

 このような歴史的建造物と市民の織りなす伝統的な活動が一体となって、本市固有の歴史的風致を形成している。 

本市での報徳による活動は、倉真
に報徳社が創られた江戸時代末期
から始まった。 
 大日本報徳社大講堂で長年続け
られている常会によって、報徳運動
は市内に広がり、現在のまちづくり
につながっている。至

し

誠
せい

勤
きん

労
ろう

分
ぶん

度
ど

推
すい

譲
じょう

の教えが市民に根付き、地
域のための活動により、良好な歴史
的風致が形成されている。 

掛川祭は、複数の神社の氏子が参加する

合同祭礼で、中でも龍
たつ

尾
お

神社、神
し ん

明
めい

宮
ぐ う

、利
と し

神社の祭礼は、江戸時代から続いている。３

年に一度の大祭のときには、瓦
かわら

町
まち

の「かんか

らまち」などの三大余興が登場する。 

掛川城御殿などの城下町・宿場町の歴史

を伝える街並みと屋台、手踊り、獅子舞など

が一体となって、良好な歴史的風致を形成し

ている。 

 横須賀城の城下町だった横須賀街道

には、由緒ある神社や風情ある建造物

が建ち並んでいる。 

 横須賀城主がこの地にもたらした江

戸の祭り文化は、江戸時代から連綿と

継承され、今日の三
み

熊
く ま

野
の

神社大祭に至

る。横須賀街道と祭り好きの「ねりきち」

と呼ばれる人々によって、良好な歴史

的風致が形成されている。 

本市は、国内屈指の茶産地として知ら

れ、特に 東
ひがし

山
やま

地区とその周辺では伝統

的な茶の生産が伝えられている。 

粟
あわ

ヶ
が

岳
だけ

にある「茶文字」のシンボルのも

と、丘陵地を利用した茶畑と明治期から

残る農家住宅がモザイク状に点在してい

る。茶への感謝と、伝統的な農法が脈々

と受け継がれ、自然と共存した良好な歴

史的風致が形成されている。 

 日坂・八
や

坂
さ か

地区には、事
ことの

任
ま ま

八
はち

幡
まん

宮
ぐ う

のほか

旧東海道日坂宿の旅
はた

籠
ご

など、歴史を伝え

る建造物が建ち並ぶ。 

 こうした中、江戸時代から事任八幡宮例

大祭が行われている。軒
の き

花
ばな

で彩られた風情

ある街並みの中、絵巻に残る神輿渡御など

の伝統的なしきたりが引き継がれ、この地

に良好な歴史的風致を形成している。 

土
ひじ

方
かた

・中
なか

地区には、高天神城跡と６つ

の砦、城を守護する神社など、歴史的建

造物が残り、祭りを通して郷土の歴史と伝

統が伝えらえている。 

春に高天神社例大祭、秋に小笠
お が さ

神社

の矢
や

矧
はぎ

祭
さ い

と八
や

坂
さ か

神社の祇
ぎ

園
おん

祭りが行われ

周辺集落の人々の活動によって良好な

歴史的風致が形成されている。 



掛川市の重点区域における事業概要

掛川城下地区
③松ヶ岡（旧山﨑家住宅）
保存修理・活用事業
松ヶ岡の修復を行う。

また、国指定文化財を目
指すとともに、地域の発
展を伝える施設等として
活用していく。

⑮城下町風街並みづくり
事業
地区計画区域において、

建築物の修景を補助する
とともに、中心市街地活
性基本計画等との整合を
図り、城下町風街づくり
を推進する。

⑰掛川城周辺電線地中化、
道路美装化及び
街路灯修景事業
掛川城周辺において、

電線地中化及び道路修景
等を行い、歴史的な街並
みに調和した空間を整備
する。

㉓掛川銀行復元・活用事業
設立当初の姿を復元す

るため、２代目掛川銀行
の写真や建物概要の記録
等をもとに調査、検討を
進める。

㉖掛川公園と
周辺整備事業
掛川の歴史・文化ゾー

ンの中心である掛川公園
及び三の丸広場などの周
辺環境を整備する。

㉗「士の掛川城、
農の報徳社、町人の
松ヶ岡」周遊道整備
事業
象徴的な遺産（士の掛

川城、農の報徳社、町人
の松ヶ岡）を繋げる周遊
道を整備する。

横須賀城下地区

松ヶ岡（旧山﨑家住宅）

２代目掛川銀行の解体前の写真

地区計画区域の街並み

掛川城天守閣から三の丸広場方面

大日本報徳社・正門

掛川城天守閣の眺め

④横須賀城跡復元・活用事業
整備基本計画に基づき、発

掘調査を行い、基本設計、実
施設計を作成した後、整備を
進める。

⑧三熊野神社大祭
調査研究事業
「三社祭礼囃子」等の保存

伝承のための維持管理と後継
者養成等を補助するとともに、
調査研究を進める。

⑯横須賀景観整備機構
運営支援事業
景観形成重点地区において、

住民等で構成される団体との
協働により、景観を保全して
いく。

⑱横須賀街道電線地中化
及び美装化事業
横須賀街道において、無電

柱化及び道路修景等を行い、
歴史的な街並みに調和した空
間を整備する。

横須賀城跡

三社祭礼囃子

景観形成重点地区における建築事例

重点区域全域

②歴史的風致形成建造物
の保全・活用事業
市が指定した歴史的風

致形成建造物を維持保全
し文化・観光資源として
活用するため、現況調査、
補修等を行う。

三熊野神社・本殿

市内全域

①歴史的街並み調査事業

⑤高天神城跡復元・活用事業 ⑥高天神城六砦「中村砦」保存・活用事業

⑦郷土芸能・伝統行事伝承事業 ⑨祭典伝承ＰＲ事業 ⑩葛布産業振興支援事業

⑪茶手揉み技術伝承事業 ⑫掛川茶マイスター認定制度推進事業 ⑬重要文化的景観の調査研究事業

⑭掛川道徳の学習推進事業 ⑲粟ヶ岳周辺における景観形成推進事業 ⑳郷土読本作成事業

㉑文化財展の開催事業 ㉒市内の歴史・文化資産のガイド養成事業 ㉔サイン・案内板設置事業 ㉕レンタサイクルの推進事業

重点区域「掛川城下地区」約169ha

重点区域「横須賀城下地区」約74ha

子どもを対象にした茶手揉み体験


